


2017 年６月号から担当。取材やイ
ベントを通して村のことを学び、村
民の優しさや温かさ、内に秘めた情
熱に触れています。
　広報誌は行政と住民を繋ぐ媒体。
ネット情報が主流の時代に、毎月家
庭に届くローカル誌で、どうやった
ら記事に興味を持ってもらえるか。
編集とデザインの視点から日々試行
錯誤しています。
　もっと村民と寄り添い、北中城村
のことを好きになってもらえる広報
誌作りを心がけています。（ナカソネ）

　あ
の
頃
は
ね
、
手
書
き
で
作
成
し
て
印

刷
会
社
に
出
し
て
い
ま
し
た
。
レ
イ
ア
ウ

ト
を
考
え
た
り
楽
し
か
っ
た
ね
。
な
る
べ

く
村
民
を
取
材
し
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

多
く
、
村
民
の
声
を
載
せ
よ
う
と
心
が
け

て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
沖
縄
で
初
め

て
の
海
邦
国
体
（
1
9
8
7
年
）
が
開
催

さ
れ
る
年
で
、
村
出
身
の
国
体
選
手
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
り
ね
。

　印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
広
報
誌
の
名
前
を「
村
民
の
友
」か
ら「
広

報 

北
中
城
」
に
誌
面
刷
新
し
た
こ
と
で
す
。

反
響
が
ド
キ
ド
キ
し
た
ね
。
誌
面
で
座
談

会
を
組
ん
だ
り
、
当
時
の

村
長
に
切
り
込
ん
だ
取

材
を
し
た
り
。
懐
か
し

い
ね
。
村
民
に
近
い
位

置
か
ら
取
材
し
て
い
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　昔
の
北
中
城
村
は
と
て

も
穏
や
か
で
、
村
民
性
も

今
と
そ
ん
な
に
変
わ
ら

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

今
後
も
時
代
と
共
に
変
化

す
る
楽
し
め
る
広
報
誌

作
り
が
大
切
で
す
ね
。

右 : 中曽根香（取材、編集）
中央 : 安本沙世〔地域おこし協力隊〕
　　  （取材、デザイン）
左 : 仲村健二（企画振興課主査）

「村民の友」の表紙 「広報北中城」の表紙
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　村の地域発信が目的で製作された短編映画
「きたなかスケッチ」の撮影が終了しました。
　北中城村出身の売れない漫画家が人手不
足から、熱田の「南島（フェーヌシマ）」を手
伝う中で地元の人の温かさや伝統芸能に触
れ、本当に描きたいものを模索し始める…と
いうストーリー。
　監督は「琉神マブヤー 1」、「ハルサーエイ
カー」などで知られる岸本司さん。主演に県
出身のダンサー、仲宗根梨乃さんが起用され
ました。
　プロデューサーの神山繁さんは「この村に
は様々な文化や伝統芸能、カフェなどもたく
さんある。製作がゴールではなく、アウトプッ
トが大切。漫画家が主役ということで、映画
で製作した漫画を実際に出版します。最高の
チームに期待して欲しい」と語りました。映画
完成後はイベントや WEB などで配信予定。
来年公開を予定しています。

　はいさい、地域おこし協力隊の松村優樹です！
　私は今年度、役場の地域振興係から村観光協会に出向している
のですが、今回は観光協会での業務を少しご紹介します。
　昨年度、私が申請した「北中城村地域発信型映画製作業務」の
予算が通り、今年10月ついに村内で映画「きたなかスケッチ」の

撮影が開始されました。
　この映画は北中城村の文化や伝統を「映画」で国内外に発信・PRすることを目的として製作されています。
私はこの映画製作を行う上で観光協会としてフィルムオフィス（村内でのロケ撮影の窓口）業務を行っています。
具体的にはロケ地の手配・申請などの手伝い、区長さんなどへの撮影協力依頼、お
弁当屋さん（ロケ弁）・ホテル（役者さんの宿泊先）などを紹介し、村内での撮影
が円滑に行われるよう奮闘しています。
　今回の映画は来年2月に完成を予定しているので、次年度はこの映画を多くの方
に見て頂けるような活動を行ってまいりますのでご期待下さい！

しおさい祭りにて映画撮影のPRをする松村（写真右）▶

きたなかスケッチ製作発表にて（写真右）

地域発信型映画製作業務
短編映画「きたなかスケッチ」クランクアップ

10
30

北中城しおさいまつりで南島（フェーヌシ
マ）の演舞をする主演の仲宗根梨乃さん

熱田漁港での撮影

82017. 12月号 広報 



み ん な の 広 場

第53回沖縄県身体障害者スポーツ大会に
参加しました！！

　県総合運動公園陸上競技場において開催された「第 53 回沖縄県身
体障害者スポーツ大会」に村内から５名の選手が出場し、４名がメダル
を受賞しました。選手の皆さんは、大会を通して参加者との交流を深め
実りある大会となりました。また、当日は北中城高校のボランティアグ
ループが選手のサポートを手伝いました。来年の大会にむけ選手、ボラ
ンティアを募集いたします。興味のある方は福祉課社会福祉係担当又は
村社会福祉協議会までご連絡ください。

10
7

北中城中学校陸上部  地区大会総合優勝！

　中頭地区陸上競技大会で北中城中学校の陸上部が
見事総合優勝に輝きました。女子の部では 43 年ぶ
りとなる優勝となり、男子も 4 位という結果となりま
した。
　大会では、九州大会で金賞を受賞した吹奏楽部に
よる応援により応援団賞を受賞。
　陸上部部長の奥平輝（いっき）君は「当初の目標
が女子 1 位、男子 2 位だった。一人ひとりの頑張り
のおかげで総合優勝することができた。先生や家族
の協力があったからこそです」と述べました。

10
16

ポスティングでお小遣いを得ながら
健康づくり

　北中城村はペーパーネット沖縄（株）と健康生活増
進にかかる協定締結式を行いました。
　この事業はポスティングをしながら身体を動かし
BMI25 以下を目指そうというコンセプトでメンバー
を募集し、このほど第一期がスタートしました。
　スタートにあたり高精度体組成計でメンバー個々の
体重や体脂肪率など細かなデータを計測しました。
これから身体の変化が楽しみですね。あなたの BMI
値はいくらですか？

BMI= 体重 (kg) ÷ 身長 (m) × 身長 (m)

10
11

村民体育館、スポーツ施設
新築工事起工式

　村民体育館とスポーツクラブルネサンスの施設の
起工式が、イオンモール沖縄ライカム東側の建設予
定地で行われました。事業主の首都圏リース（株）、

（株）ルネサンス、アワセ土地区画整理組合の関係者
村内関係者ら約７０人が参加しました。完成は来年を
予定しています。

10
11

アワセ土地区画エリア　
地域防災協定締結

　北中城村では、防災に関する具体的な事項を定め
た「地域防災協定」を締結しました。大規模災害時
における避難者に対する防災活動協力に関して、避
難者への支援と円滑な連携体制を構築することが目
的です。
　締結機関は、イオンモール沖縄ライカム、中部徳
洲会病院、イオン琉球、プログレッシブエナジー、ス
ポーツクラブ ルネサンスの５機関。災害時は、村役
場が災害対策本部を立ち上げ、各機関に支援要請を
行います。

10
11
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み ん な の 広 場

交流保育　てぃくま高専さん
いらっしゃい！

　子育て支援センターきたなかぐすくにて、村介護予防・
日常生活支援総合事業の『てぃくま高専』との交流会
を行いました。０歳～ 5 歳の親子１７組と 70 ～ 80 代の
３人が来所され、赤ちゃんを抱っこをし、赤田首里殿内
の踊りを踊り、おやつを食べ、楽しい時間を共有しまし
た。子ども達は、おばあちゃんに興味を持ち子どもなが
らにいたわる気持ちを持って関わりました。おばあちゃ
ん達も元気な明るい笑顔を見せてくれました。
　子育て支援センターきたなかぐすくは、0 歳～小学校
就学前の子どもとその家族が自由に遊べる施設です。
子育て相談員（保育士）による育児相談や季節に合わ
せた楽しい行事を開催しています。お気軽にご利用くだ
さい。
☆北中城村役場ＨＰにて毎月のお便りを掲載しています。

10
23

すてら学童クラブ地域安全マップ
コンテスト受賞報告

　第１１回沖縄県子ども地域安全マップコンテストの与
那原地区安全なまちづくり推進協議会長賞を受賞したす
てら学童クラブ「みんなを守る３年チーム」が新垣邦男
村長へ受賞の報告に訪れました。
　実際にマップを作成した北中城小学校３年生ライト
陸
り

王
く

君は「暑い中、歩くのは大変だったけど、入賞して
うれしかった」。同じく３年生の與

よ

儀
ぎ

航
こう

聖
せい

君は「入りやす
く見えにくいところが危険ということが分りました」など
と感想を述べました。
　報告を受けた新垣村長は、「みんなが地域のことに気
づいてくれて大変うれしく思います。」と激励しました。

旧字比嘉郷友会より寄付金贈呈

　旧比嘉集落で崇めていた拝所は、平成 29 年 8 月 22 日よ
り村で管理することになりました。拝所の維持管理のため蓄え
た基金 2 千万円が北中城村へ寄付されました。同会会長の喜
屋武和廣さんは「子どもたちの人材育成、高齢者福祉事業に
活用してください」と述べました。
北中城村育英会へ　　　　　　１千万円
北中城村社会福祉協議会へ　　５百万円
北中城村福祉関連へ　　　　　５百万円

赤ちゃん抱っこ体験

　「思春期における保健福祉体験学習」として、北中城
中学校 3 年生を対象に赤ちゃん抱っこ体験が行われまし
た。今年で24回目、31組のご家族の協力がありました。
　抱っこタイムになると、ぎこちない手つきで抱っこす
る生徒がほとんど。泣いてしまった赤ちゃんを戸惑いな
がらあやすなど、赤ちゃんと触れ合う機会が少ない生徒
にとってとても貴重な体験となりました。
　妊婦体験で重量のあるベストを着込んだ男子生徒は

「重たい」「命の重さを感じる」など感想を述べました。

10
30

世界クラシックボディビル選手権
５位入賞

　島袋在住の
仲泊兼也さん

（４４）が、８月
に行われた第９
回日本クラシッ
クボディビル選
手権大会にお
いて、「１７１ｃ
ｍ以 下 級 」と

「オーバーオー
ル」で１位に輝きました。１１月のルーマニアで開催され
た世界クラシックボディビル選手権では５位入賞を果たし
ました。
　仲泊さんは２０１３年の世界大会では準優勝しています。

10
23

11
1

10
27
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第４回元気っこうんどう会

　 村 総 合 社
会 福 祉 セ ン
ターにて、子
育て支援セン
ター、子育て
サロン、児童
館 の 利 用 者

相互の交流を兼ねて「第４回元気っ子うんどう会」を開
催しました。０歳児～４歳児の親子３４組が集まり、交流
を楽しみました。親同士の仲間作りのきっかけや、子ど
もの成長を喜び合うことを目的に開かれています。
　北中城村では、地域で子育てを見守っていけるよう
黄
く が に

金わらび会（方言で「子どもは宝」という意味）を発
足し、子育て支援センター、子育てサロン、児童館が
互いに連携し安心して子育てが出来るようサポートして
います。どの施設もお気軽にご利用ください。

10
4

北中城中学校、熊本被災地へ　　
折り鶴でひまわり贈る

　熊本地震で被災し
た大津中学校の生徒
たちを励まそうと、北
中城中学校の全校生
徒で約７００羽の折り
鶴を折り、村のシン
ボルである「ひまわり」
を完成させました。
　「熊本の人たちに元
気になってほしい」と

いうメッセージを込めて、生徒たちが心を込めて制作し
たオリジナルうちなーぐちカルタと募金と共に１０月１６日
に大津中学校へ贈呈しました。
　村では、東日本大震災の支援のため有志で結成した

「ＹＯＲＩＳＯＩ隊」が、熊本地震後に同町との交流を開始し、
支援を続けています。

10
5

新たな農業振興の可能性にチャレンジ
「コンテナ式水耕栽培の実証実験」スタートから６か月！

　熱田のしおさい市場に隣接する 5 基のコンテナでは、3 年計画で
村内の新たな農業振興と新規就農支援等を視野に入れた水耕栽培
の実証実験が実施されています。
　今年度は設備運用における改善点や栽培時のデータ収集と分析を
優先的に実施。将来的には村内農業従事者の研修施設としての活用
も予定。（※ 施設の視察受入は次年度以降を予定）
　実験開始から各コンテナ設備でのテスト運転栽培を行い諸設備の
微調整・育成確認を進め、10 月から本格的な栽培実証実験（レタス、

ビーツ、根ワサビ、小松菜、コリアンダー、からし菜などの栽培、その他に淡水漁（ティラピアなどの養殖）
がスタートしています。
　今後は PR を兼ねた試験販売として、12 月から「しおさい市場の移動販売」と連携し、収穫した 3 ～ 5
品目程度の野菜販売（レタス、ビーツ、小松菜、からし菜、コリアンダーを予定）と水耕栽培に関する農産
物アンケート実施などを来年２月まで予定しています。また、12 月２４日（日）、しおさい市場敷地で開催さ
れるフェアでは、水耕栽培農産物の試食会と水耕栽培に関するアンケートを実施します。（プレゼント付き）
コンテナ式水耕栽培実証実験／号機別栽培品目表

施 設 特徴 栽培品目
1 号機 人工光型 フリルレタス・ビーツ・根わさび
2 号機 太陽光型 三尺バナナ・小松菜・島ニンニク
3 号機 人工光型＋アクアポニックス コーヒー・フリルレタス・わさび菜・からし菜
4 号機 太陽光型＋アクアポニックス コリアンダー・小松菜
5 号機 人工光型＋太陽光型 フリルレタス

体操世界選手権大会（モントリオール）
渡口出身安里圭亮選手出場
 跳馬で6位に輝く!!

　圭亮選手の雄姿は、村民に深い感動を与えてくれまし
た。今後の活躍が大いに期待される圭亮選手について
ご両親にお話しを伺いました。

（渡口茶の間通信員・玉城小百合）

　大会では、応援旗を贈ってくれた仲間、両親の地元
仲間や遠方から駆けつけた先輩たち、多くの方々の応
援に感謝です。
　体操を始めたのは 5 才、コツコツ型の負けず嫌い。
子ども好きな面が現在の仕事につながったと思います。
大学１年で大怪我を負い、長期間体操が出来なかったと
きは見守るしかなくて特別な声かけはしていませんが、
周りの方々に支えて頂き本人も心強かったと思います。
良い仲間に恵まれたことに感謝です。「帰省はなかなか
実現しませんが帰ってきたら好きなタコライス作ってあ
げたい」( 母・孝子さん )「東京オリンピック・パラリンピッ
ク出場を楽しみにしたいですね」( 父・辰巳さん ) とそ
れぞれ結びました。

（プロフィール）

安
あ

里
さと

圭
けい

亮
すけ

（24）　1993 年生まれ　　渡口出身
宮里中、興南高、福岡大、卒業後相好体操クラブ ( 三
重 ) の指導員をしながら技を磨く

10
2

10
8〜

日本学父生選手権大会にて
（左から）　母・孝子さん　圭亮選手　父・辰巳さん

▲▼ 5号機栽培状況

全景
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Information

イ
ベ
ン
ト

◆
第
26
回
2
0
1
8
お
き
な
わ
マ
ラ

ソ
ン　
参
加
者
募
集
中　

日 

2
0
1
8
年
2
月
18
日
（
日
）

場 

沖
縄
県
総
合
運
動
公
園
（
日
本
陸

上
競
技
連
名
公
認
コ
ー
ス
）

【
種
目
】
①
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
（
職
域
対

抗
戦
を
含
む
）⇒
午
前
9
時
ス
タ
ー

ト
（
制
限
時
間
6
時
間
15
分
）

②
高
校
・
一
般
10
㎞
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

⇒

午
前
9
時
40
分
ス
タ
ー
ト

③
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
（
男
女
ペ
ア
・
女
子
ペ

ア
）⇒

午
前
9
時
ス
タ
ー
ト
（
制
限
時
間
6

時
間
15
分
）

【
参
加
料
】
①
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
6
0
0
0
円

（
65
歳
ま
で
）、
5
0
0
0
円
（
高
校
生
・
65

歳
以
上
）　
②
10
㎞
（
一
般
）
3
7
0
0
円

③
10
㎞
（
高
校
）
2
2
0
0
円　
④
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
2
人
１
組　
１
万
円

【
申
込
方
法
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
（
ラ

ン
ネ
ッ
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー
）、

F
a
m
i
ポ
ー
ト
、
同
実
行
委
事
務
局
（
琉

球
新
報
中
部
支
社
内
）、
沖
縄
銀
行
窓
口
、

コ
ザ
信
用
金
庫
窓
口
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
払
込

取
扱
票

【
申
込
締
め
切
り
】
12
月
8
日

お
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン

◆
世
界
遺
産
で
城
ヨ
ガ　

内 

世
界
遺
産
・
中
城
城
跡
で
満
月
の
月
灯
り

の
下
で
行
う
「
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
ヨ
ガ
」。
昨

年
も
大
好
評
に
つ
き
、
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

日 

12
月
４
日
（
月
）
午
後
６
時
30
分
〜
午

後
８
時
（
受
付
開
始
午
後
6
時
）

¥ 

村
民
割
５
０
０
円
、
一
般
前
売
り

９
０
０
円
、
当
日
券
１
０
０
０
円

問 

北
中
城
村
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
き
た
ポ

 

9
2
3-

3
6
0
1

◆
県
立
石
川
青
少
年
の
家　
自
主
事
業　
「
親

子
で
カ
ー
サ
ム
ー
チ
ー
づ
く
り
を
楽
し
も
う
」

内 
親
子
で
カ
ー
サ
ム
ー
チ
ー
作
り
に
挑
戦

し
、
郷
土
の
伝
統
行
事
の
良
さ
を
知
り
、
協

同
作
業
を
通
じ
て
絆
を
深
め
る
。　
日 

12

月
17
日
（
日
）
少
雨
決
行　
場 

石
川
青
少

年
自
然
の
家　
対 
５
歳
以
上
（
一
般
･
家

族
で
も
可
）　

定 
20
家
族
、
40
人　

¥ 

５
０
０
円
（
１
人
当
た
り
）、
材
料
費
と
保

険
料
込　
〆 

12
月
5
日（
火
）〜
12
日（
火
）　

問 

県
立
石
川
青
少
年
の
家　

担
当
：
當
山　

 

9
6
4-

3
2
6
3

◆
県
立
石
川
青
少
年
の
家　

自
主
事
業　

「
星
空
観
察
会
」

内 

星
空
観
察
を
通
し
て
、
自
然
へ
の
興
味

関
心
を
高
め
豊
な
感
性
を
育
む

日 

平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
）

場 

石
川
青
少
年
自
然
の
家　

大
研
修
室
、

キ
ャ
ン
プ
場　
対 

５
歳
以
上
（
一
般
･
家

族
で
も
可
）　
定 

家
族
、
個
人
30
人　

¥ 

５
０
０
円
（
１
人
当
た
り
）、
材
料
費
と

保
険
料
込　
〆 

12
月
19
日
（
火
）
〜
26
日

（
火
）　

問 

県
立
石
川
青
少
年
の
家　

担

当
：
牧
志　

 

9
6
4-
3
2
6
3

◆
北
中
城
村
特
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

内 

北
中
城
村
で
は
ア
ー
サ
に
続
く
新
た
な
北

中
城
村
産
食
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
。
村

内
の
カ
フ
ェ
や
飲
食
店
と
連
携
し
、村
産
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
開
発

や
メ
ニ
ュ
ー
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日 

首
都
圏
テ
ス
ト
販
売　
12
月
19
日
（
火
）

〜
20
日
（
水
）　
場 

K
I
T
T
E 

丸
の
内

（
JR
東
京
駅
の
丸
の
内
南
口
前
）

日 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ　

12

月
１
日
（
金
）
〜
10
日
（
日
）

期
間
限
定
パ
ッ
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー
（
ロ
ー
ル

寿
司
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
な

ど
）
村
内
カ
フ
ェ
８
店
舗
で
楽
し
め
ま
す
。

※
原
料
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
な
く
な
り

次
第
終
了
で
す
。

問 

9
2
3-

3
6
0
1（
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
き
た
ポ
）

◆
沖
縄
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
展
「
星
と
海
、
ア

ク
セ
サ
リ
ー
」

内 

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
き
た
ポ
第
３
回
企

画
。
県
内
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
家
の
作
品
展
。

ピ
ア
ス
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
イ
ヤ
リ
ン
グ
な
ど

６
事
業
所
の
作
品
を
展
示
販
売
。

日 

12
月
28
日
（
木
）
ま
で
。
午
前
10
時
〜

午
後
10
時　
無
料
。

問 

北
中
城
村
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
き
た
ポ　

 

9
2
3-

3
6
0
1

く 

ら 

し

◆
簡
易
耐
震
診
断
募
集
の
お
知
ら
せ

　
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅

の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、
沖
縄
県
で
は

住
宅
の
簡
易
な
耐
震
性
を
診
断
す
る
技
術
者

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

〆 

平
成
30
年
２
月
28
日
（
水
）
ま
で

【
募
集
の
条
件
】　
以
下
の
す
べ
て
の
項
目
に

該
当
す
る
こ
と
。
①
昭
和
56
年
（
１
９
８
１

年
）５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅（
住

宅
は
、
一
戸
建
て
住
宅
、
長
屋
、
共
同
住
宅

（
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
区
分
所
有
建
築
物
を
除

く
）
で
あ
る
こ
と
。）
②
建
物
の
構
造
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
補
強
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
又
は
鉄
骨
造
で
あ
る
こ
と
。

③
建
物
の
規
模
は
、
３
階
建
て
、
延
べ
床
面

積
３
０
０
㎡
以
下
④
建
物
の
所
在
地
は
、
沖

縄
県
内
で
あ
る
こ
と
。
⑤
簡
易
診
断
の
申
請

者
は
、
簡
易
診
断
を
実
施
す
る
住
宅
の
所
有

者
で
あ
る
こ
と
。
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Information

日 日時 場 会場 内 内容 対 対象 定 定員 申 申し込み 締め切り〆
料金 ※表示のない場合は無料￥ 問い合わせ問 FAXF電話 メール

【
簡
易
診
断
の
費
用
】　

所
有
者
負
担

１
万
８
０
０
円
（
消
費
税
込
み
）

問 
沖
縄
県
建
築
設
計
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
N
P
O
）　

 

8
7
9-

1
0
2
0

◆
「
明
治
１
５
０
年
」
関
連
施
策

　
平
成
30
年
（
2
0
1
8
年
）
は
、
明
治
元

年
（
1
8
6
8
年
）
か
ら
起
算
し
て
満

1
5
0
年
に
当
た
り
ま
す
。
政
府
で
は
、
内

閣
官
房
副
長
官
を
議
長
と
す
る
「
明
治

1
5
0
年
」
関
連
施
策
各
府
省
連
絡
会
議
」

を
設
け
、
①
「
明
治
以
降
の
歩
み
を
次
世
代

に
遺
す
施
策
」、
②
「
明
治
の
精
神
に
学
び
、

さ
ら
に
飛
躍
す
る
国
へ
向
け
た
施
策
」、
③

「
明
治
1
5
0
年
に
向
け
た
機
運
を
高
め
て

い
く
施
策
」
の
３
つ
を
柱
と
し
て
、
政
府
一

体
と
な
っ
て
「
明
治
1
5
0
年
」
関
連
施
策

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
国
だ
け
で

な
く
、
地
方
公
共
団
体
や
民
間
も
含
め
て
、

日
本
各
地
で
、「
明
治
1
5
0
年
」
に
関
連

す
る
多
様
な
取
組
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
促
進
や

広
報
な
ど
を
通
じ
て
、「
明

治
1
5
0
年
」
に
向
け
た

機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
以
下
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
下
さ
い
。

http://w
w

w
.kantei.go.jp/

jp/singi/m
eiji150/portal/

求

　
　人

◆
在
日
米
軍
従
業
員
の
事
前
募
集

　

対
象
は
、
県
在
住
の
18
歳
以
上
。

窓
口
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
い
ず
れ
か
１
回

の
応
募
。

問 

駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理
機
構
（
エ
ル

モ
）
沖
縄
支
部
･
管
理
課

 

9
2
1-

5
5
3
2

Ｌ
Ｍ
Ｏ

 

◆
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
情
報
（
登
録
求

人
情
報
Ｈ
29
年
10
月
登
録
一
部
抜
粋
）

◎
沖
縄
県
農
業
協
同
組
合　
北
中
城
支
店　

【
職
種
】
事
務
（
役
場
内
Ｊ
Ａ
窓
口
）【
就
業

場
所
】
北
中
城
村
【
求
人
数
】
１
人
【
基
本

給
】
時
給
８
０
０
円　

◎
株
式
会
社　
全
沖
産
業

【
職
種
】機
械
操
作
及
び
監
視
員【
就
業
場
所
】

浦
添
市
【
求
人
数
】
１
人
【
基
本
給
】
日
額

7
5
0
0
円

◎
株
式
会
社　
Ｅ
Ｍ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
リ
ゾ
ー
ト

【
職
種
】
施
設
管
理
業
務
【
就
業
場
所
】
北

中
城
村
【
求
人
数
】
１
人
【
基
本
給
】
月
額

12
万
７
６
５
０
円
〜
22
万
円

（
そ
の
他
複
数
職
種
あ
り
ま
す
。）

※
業
種
に
よ
っ
て
は
、
労
働
時
間
・
休
日
な

ど
の
調
整
も
可
能
な
求
人
も
あ
り
ま
す
。

※
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
記
入
・
面
接
対

策
な
ど
も
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
進
学
（
高
等
学
校
な
ど
）
を
希
望
し
な
い

お
子
さ
ま
の
職
業
相
談
等
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ご
質
問
等
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

村
役
場　
北
中
城
村
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー　
☎
9
3
5-

2
2
3
3（
内
線
1
2
0
）

ご 

芳 

志

◆
北
中
城
村
役
場
へ

▼
仲
順
73
番
地　
比
嘉
和
子
様　
2
万
円

　
米
寿
祝
記
念
と
し
て

▼
喜
舎
場
１
４
０
番
地　
比
嘉
正
光
様

　
3
万
円　
米
寿
祝
記
念
と
し
て

◆
北
中
城
村
育
英
会
会
へ

▼
元
村
職
員　
匿
名
希
望
様　
10
万
円

　
一
般
寄
付
と
し
て

▼
喜
舎
場
１
５
８
番
地　
安
里
祥
徳
様

　
5
万
円　
米
寿
記
念
と
し
て

▼
仲
順
２
７
２
番
地　
比
嘉
美
津
子
様

　
3
万
円　
米
寿
記
念
と
し
て

▼
屋
宜
原
６
１
８
番
地　
米
須
清
様

　
3
万
円　
米
寿
記
念
と
し
て

◆
北
中
城
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
荻
道
１
０
５
番
地　
安
里
良
全
様

　
1
万
円　
米
寿
祝
記
念
と
し
て

▼
荻
道
84
番
地　
安
里
静
子
様 

3
万
円

　
米
寿
祝
記
念
と
し
て

▼
屋
宜
原
6
2
2-

1　
安
里
フ
ミ
子
様

　
3
万
円　
米
寿
祝
記
念
と
し
て

▼
渡
口
28
番
地　
大
城
初
子
様 

2
万
円

　
米
寿
祝
記
念
と
し
て

▼
屋
宜
原
２
４
１
番
地　
新
垣
八
重
子
様

　 
 

3
万
円　

故
夫 

新
垣
善
喜
様
の
香
典
返

し
と
し
て

▼
仲
順
２
４
１
番
地　
佐
久
本
ヨ
シ
子
様

　
3
万
円　
カ
ジ
マ
ヤ
ー
祝
記
念
と
し
て

▼
仲
順
１
９
８
番
地　
花
城
喜
美
江
様

　 
 

3
万
円　

母 
花
城
ト
ヨ
様
の
カ
ジ
マ

ヤ
ー
祝
記
念
と
し
て

▼
喜
舎
場
１
８
４
番
地　
安
里
清
吉
様

　 
 

3
万
円　

故
母 

安
里
ヒ
デ
様
の
香
典
返

し
と
し
て

▼
喜
舎
場
１
５
８
番
地　
安
里
祥
徳
様

　
5
万
円　
米
寿
祝
記
念
と
し
て

▼
熱
田
２
９
１
番
地　
喜
納
ユ
キ
子
様

　 
 

3
万
円　

故
夫 

徳
賀
様
の
香
典
返
し
と

し
て

▼
熱
田
３
１
７
番
地　
安
里
江
美
子
様

　 
 

3
万
円　

故
義
母 

安
里
フ
ジ
様
の
香
典

返
し
と
し
て

▼
仲
順
２
７
２
番
地　
比
嘉
美
津
子
様

　
3
万
円　
米
寿
祝
記
念
と
し
て

▼
屋
宜
原
６
１
８
番
地　
米
須
清
様

　
3
万
円　
米
寿
祝
記
念
と
し
て

◆
北
中
城
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ

▼
安
里
良
全
様 

荻
道
１
０
５
番
地

　
１
万
円　
米
寿
記
念
祝
と
し
て

▼
安
里
静
子
様 

荻
道
84
番
地　
３
万
円

　
米
寿
記
念
祝
と
し
て

▼
比
嘉
和
子
様　
仲
順
７
３
番
地　

２
万
円

　
米
寿
記
念
祝
と
し
て

▼
安
里
フ
ミ
子
様　
屋
宜
原
6
2
2-

1
番
地

　
３
万
円　
米
寿
記
念
祝
と
し
て

▼
新
垣
八
重
子
様　
屋
宜
原
２
４
１
番
地

　

  

３
万
円　

故
夫 

新
垣
善
喜
様
の
香
典
返

し
と
し
て

▼
花
城
喜
美
江
様　
仲
順
１
９
８
番
地

　

  

３
万
円　

母 

花
城
ト
ヨ
様
の
カ
ジ
マ

ヤ
ー
記
念
祝
と
し
て

▼
安
里
清
吉
様　
喜
舎
場
１
４
８
番
地

　

  

３
万
円　

故
母 

安
里
ヒ
デ
様
の
香
典
返

し
と
し
て

▼
比
嘉
正
光
様　
喜
舎
場
１
４
０
番
地 

　
３
万
円　
米
寿
記
念
祝
と
し
て

▼
喜
納
ユ
キ
子
様　
熱
田
２
９
１
番
地

　

  

５
万
円　

故
夫 

喜
納
徳
賀
様
の
香
典
返

し
と
し
て

▼
米
須
清
様 

屋
宜
原
６
１
８
番
地

　
３
万
円　
米
寿
記
念
祝
と
し
て
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日
本
の
人
口
の
４
人
に
１
人
が
高
齢
者

と
言
わ
れ
る
「
超
高
齢
社
会
」。
日
本
全
体

で
今
後
私
た
ち
が
抱
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で

す
。
私
た
ち
が
暮
ら
す
北
中
城
村
に
も
そ

の
波
が
押
し
寄
せ
、
昨
年
の
調
査
で
は
村

内
の
２
９
５
人
に
金
銭
管
理
の
必
要
性
あ

り
と
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
北
中
城
村
で
は
、
高
齢
化
や
認
知
症
者

の
増
加
、
家
族
形
態
の
変
化
に
よ
り
、
支

援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
を

支
え
て
行
く
た
め
に
、「
権
利
擁
護
支
援
セ

ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
」（
字
仲
順
、
村
社
会
福

祉
協
議
会
内
）
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
北
中
城
村
で
は
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
み
の
世
帯
数
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
３
月
の
デ
ー
タ
で

は
、
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

世
帯
数
が
8
7
7
世
帯
。
高
齢
者

の
み
の
世
帯
は
１
４
３
３
世
帯
。

　
北
中
城
村
の
人
口
は
、

2
0
1
5
年
か
ら
下
が
り
続
け
、

2
0
4
0
年
に
は
高
齢
化
率
が

37
・
1
%
に
達
す
る
と
の
予
測
が

出
て
い
ま
す
。

　
村
内
で
は
、
金
銭
管
理
事
業
の

利
用
者
が
増
加
し
、
今
後
も
高
齢

者
人
口
、
認
知
症
高
齢
者
、
高
齢

者
の
み
の
世
帯
の
増
加
が
予
測
さ

れ
る
た
め
、
相
談
件
数
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

権利擁護支援センター

ひまわり設立

ひとりで悩まな
いで

ぜひ相談を

相談→訪問・面接→支援計画の作成→契約→サービス開始

誰でも利用できるの？

どうやって利用するの？

北中城村の人口と
今後の高齢者の割合は？

福 祉 サ ー ビ ス 利 用 援 助 事 業

どんな内容なの？

▲権利擁護支援センターひまわりのスタッフの
みなさん／（左から）高橋美由紀さん（専門員）、
伊禮優美さん（専門員）、大城健業務係長

　同センターは、地域の権利擁護支援や成
年後見制度の利用を促進する基盤づくり（制
度周知、利用支援、支え手の確保）に取り組
みます。
　また、生活課題を抱えた方への早期支援
や深刻な事態になる前の予防的支援ができ
る「地域づくり」を目指しています。

（H28.3月末）

①福祉サービス利用のためのお手伝い
◎福祉サービスの説明、利用・終了手続き
◎福祉サービスに関する苦情解決制度の利用援助

②日常的金銭管理のお手伝い
◎家賃、公共料金、税金、医療費などの支払い
◎年金、手当の受け取り　◎預貯金の出し入れ

③書類などの預かりサービス
◎通帳、印鑑、権利証など
①認知症の高齢者 知的障がい者 精神障がい者
②日常生活に不安のある方
③療育手帳や精神障がい者保健福祉手帳を持ってい

ないが、日常生活で自分で契約などの判断や金銭
管理に不安のある方

支援を必要としている村内の高齢者が、地域で安心して暮らせる生活
するために、ぜひ「権利擁護支援センターひまわり」にご相談ください。

■相談窓口は☎０９８－979－6110
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日
本
の
人
口
の
４
人
に
１
人
が
高
齢
者

と
言
わ
れ
る
「
超
高
齢
社
会
」。
日
本
全
体

で
今
後
私
た
ち
が
抱
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で

す
。
私
た
ち
が
暮
ら
す
北
中
城
村
に
も
そ

の
波
が
押
し
寄
せ
、
昨
年
の
調
査
で
は
村

内
の
２
９
５
人
に
金
銭
管
理
の
必
要
性
あ

り
と
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
北
中
城
村
で
は
、
高
齢
化
や
認
知
症
者

の
増
加
、
家
族
形
態
の
変
化
に
よ
り
、
支

援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
を

支
え
て
行
く
た
め
に
、「
権
利
擁
護
支
援
セ

ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
」（
字
仲
順
、
村
社
会
福

祉
協
議
会
内
）
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
北
中
城
村
で
は
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
み
の
世
帯
数
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
３
月
の
デ
ー
タ
で

は
、
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

世
帯
数
が
8
7
7
世
帯
。
高
齢
者

の
み
の
世
帯
は
１
４
３
３
世
帯
。

　
北
中
城
村
の
人
口
は
、

2
0
1
5
年
か
ら
下
が
り
続
け
、

2
0
4
0
年
に
は
高
齢
化
率
が

37
・
1
%
に
達
す
る
と
の
予
測
が

出
て
い
ま
す
。

　
村
内
で
は
、
金
銭
管
理
事
業
の

利
用
者
が
増
加
し
、
今
後
も
高
齢

者
人
口
、
認
知
症
高
齢
者
、
高
齢

者
の
み
の
世
帯
の
増
加
が
予
測
さ

れ
る
た
め
、
相
談
件
数
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

権利擁護支援センター

ひまわり設立

ひとりで悩まな
いで

ぜひ相談を

相談→訪問・面接→支援計画の作成→契約→サービス開始

誰でも利用できるの？

どうやって利用するの？

北中城村の人口と
今後の高齢者の割合は？

福 祉 サ ー ビ ス 利 用 援 助 事 業

どんな内容なの？

▲権利擁護支援センターひまわりのスタッフの
みなさん／（左から）高橋美由紀さん（専門員）、
伊禮優美さん（専門員）、大城健業務係長

　同センターは、地域の権利擁護支援や成
年後見制度の利用を促進する基盤づくり（制
度周知、利用支援、支え手の確保）に取り組
みます。
　また、生活課題を抱えた方への早期支援
や深刻な事態になる前の予防的支援ができ
る「地域づくり」を目指しています。

（H28.3月末）

①福祉サービス利用のためのお手伝い
◎福祉サービスの説明、利用・終了手続き
◎福祉サービスに関する苦情解決制度の利用援助

②日常的金銭管理のお手伝い
◎家賃、公共料金、税金、医療費などの支払い
◎年金、手当の受け取り　◎預貯金の出し入れ

③書類などの預かりサービス
◎通帳、印鑑、権利証など
①認知症の高齢者 知的障がい者 精神障がい者
②日常生活に不安のある方
③療育手帳や精神障がい者保健福祉手帳を持ってい

ないが、日常生活で自分で契約などの判断や金銭
管理に不安のある方

支援を必要としている村内の高齢者が、地域で安心して暮らせる生活
するために、ぜひ「権利擁護支援センターひまわり」にご相談ください。

■相談窓口は☎０９８－979－6110
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　村税は、村民の皆様の住みよい暮らしを支える大切な財源です。よりよ
い村民生活を支えていくためにも、納付期限内に自主的に納めましょう。
納期限までに納めないと、督促手数料や延滞金が加算されます。お早めに
納付ください。
※納税は口座振替のご利用が便利です。手続き方法については、村役場ま
でお問い合わせください。
お問合せ／税務課　徴税係　☎935-2233

　　　　  北中城村 de
◆12/16（土）北中城村キャリア教育フォーラム2017を開催します！
　「どう伸ばす？子どものやる気～家族・学校・地域ができること～」をテー
マに、村内事業所や県外から講師を招いてのキャリア教育についてのフォー
ラムを行います。
　基調講演は、スポーツメンタルコーチとして全国の様々なスポーツチーム
や学校などで活躍をされ「子どものやる気を引き出す7つのしつもん」という
書籍が話題となった藤

ふじ

代
しろ

圭
けい

一
いち

さんを講師に迎え、質問を活用することで、子
どもたちの主体性と自分で考える力を磨き、やる気や自信を引き出す方法な
どをテーマにお話しいただきます。また当日は、地域の方を交えてのパネル
ディスカッションも行う予定です。お子様のいらっしゃる保護者の方々だけ
ではなく、子ども達に関わる多く方々の参加をお待ちしております。
日　時：2017年12月16日（土）午後2時～ 5時（開場 午後1時半）
場　所：北中城村立中央公民館　大ホール

※  参加については、会場収容可能な人数の関係上、事前の申し込みが必要となります。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。
　Webでのお申し込みはこちら　https://www.secure-cloud.jp/sf/1508639387sUWbqJkP

北中城村グッジョブ地域連携協議会

グッジョブ!!

ホームページ：http://gj-kitanakagusuku.com/　　E-MAIL：kitanaka@goodjoboki.com
お問合せ／北中城村グッジョブ地域連携協議会　☎：080(8379)1053　※平日 午前9時〜午後6時
← 協議会ホームページ

みんなで育てよう！北中城の未来の人財！

12月25日（月）は固定資産税第３期の納期です！
お知らせ
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 「渡口・和仁屋近世墓群」で新たに発見された古墓
　文化振興係では、県道宜野湾北中城線改良事業に伴う「渡口・和仁屋近世墓群」の発掘調査を行
いました。今回、調査の対象となった墓は、今年度の工事中に新たに発見されたもので「Ａ－５号墓」

と仮称しています。「Ａ－５号墓」は方言でフィンチャーと呼ばれる掘り込み式の墓で、墓室内にはコ
の字状と出窓状の棚

たな

（厨子甕を安置する場所）を設ける形状となっています。墓室内からは８基の厨
ず

子
し

甕
がめ

（骨を
納める骨壷）が出土し、そのうち４基には銘書が記されていました。銘書とは方言でミガチと言い、厨子の蓋や
胴部などに書き記された銘のことで、姓名、屋号、役職、続柄、死亡・洗骨年月日などが記されています。判読
できた銘書の内容は以下の通りです。

１号厨子甕　大正四年※1 旧八月廿三日洗骨　六代　城間　蒲
２号厨子甕　咸豊七年※2 丁巳五月十四日　濱川城間□之
３号厨子甕　咸豊七年※2 丁巳五月十四日　濱川□志之城間妻
６号厨子甕（蓋の内面）　  光緒九年※3癸未　十一月六日洗骨　濱川之志不　

城間女子四女　牛　同年孝□　人□城間筑登之
親雲上

６号厨子甕（蓋の縁）　  光緒九年※3癸未十一月六日洗骨濱川志不城間女子牛

　出土した厨子甕は、遺失物法にもとづく届出と文化財鑑定を完了し、文
化振興係で保管しております。銘書の内容に心当たりのある方は、下記の
連絡先までご連絡ください。厨子甕の取り扱いなどについて、ご相談をさ
せていただきます。
※1 1915年　 ※2 1857年　 ※3 明治十六（1883）年　 ※4 □は判読不能の文字。

お問合せ／北中城村教育委員会 生涯学習課 文化振興係 ☎935-3773

文化振
興

だよ
り文化振
興

だよ
り

発掘された「Ａ－５号墓」の全景

墓室内に納められていた厨子甕

　国民健康保険制度は、国民皆保険の基盤となる仕組
ですが、「年齢構成が高く医療費水準が高い」「所得水
準が低く保険税の負担が重い」「財政運営が不安定に
なるリスクの高い小規模保険者が多く、財政赤字の保
険者も多く存在する」という構造的な課題を抱えてい
ます。
　安定的な財政運営のために県が財政運営の責任主体
となり、市町村ごとの標準保険料率を算定・公表し、
保険給付に必要な費用を全額支払います。
　制度改正による国保加入者への影響としては、同一
都道府県内で引っ越した場合に、その後も同じ世帯で
あることが認められば高額療養費の多数回該当が引き
継がれます。これにより該当者の負担が軽減されます。
　その他の資格管理や保険給付、保険税の納付先、
各種届出窓口は変わりません。

　国民健康保険特別会計（国保会計）は、平成 17
年度から赤字が続いています。
　平成 28 年度決算では、約 7 千万円の赤字となっ
ており、今後も厳しい状況が続くと見込まれます。
　医療費、加入者数ともに減少傾向にありますが、
一人当たりの医療費は、ガン、生活習慣病、医療の
高度化、被保険者の高齢化などにより増加傾向にあ
ります。
　早期発見、早期治療が医療費の抑制につながりま
す。特定検診及びガン検診を受診しましょう。

平成 30 年 4 月から
国民健康保険制度が変わります！

国保会計の平成28年度赤字額 約7千万円！

6,100
6,000
5,900
5,800
5,700
5,600
5,500
5,400
5,300
5,200

一人当たり医療費
加入者数

（人）H28H27H26H25H24（円）

250,000

245,000

240,000

235,000

230,000

225,000

220,000

215,000

210,000

一人当たり医療費
と加入者数

17 2017. 12月号 広報 



北中城村教育委員会 生涯学習課
☎９３５－３７７３
北中城村教育委員会 生涯学習課
☎９３５－３７７３

　村内のシニア世代を中心に自主体操サー
クルが各公民館で活動を行なっています。そ
こで、村内の自主体操サークル世話人として
活動している皆さんの交流会を開催しまし
た。日頃の活動紹介を行ないながら、継続す
るためのコツや工夫している点を皆で出し合
いました。参加された方からは「仕事している
間は地域のことできなかったけど、仕事やめ
てからは地域のことを何かしたいと思って・・・」

「毎週参加者が楽しめるような工夫をしてい
る」と話されていました。

「赤ヘル１９７５」
重松 清 作

　弱小球団・カープ
の 帽 子 が 赤 に 変
わった1975年、原
爆の傷痕残る広島

に、中学一年生のマナブが転校して
きた。野球少年たちの無茶苦茶な
カープ愛に広島弁が最高！カープは
悲願のリーグ初優勝なるか？

「人生という花」
小檜山 博 作

　花にかかわる名
句や諺から、人生
の奥深さを描く感
動のエッセイ。「人

生という旅 」「人生という夢」に
続き、改めて人の温かさを忘れか
けてやしないかと問われる胸打つ
一冊。

成人式の開催について
新成人の新しい門出を祝福し激励するため、成人式を開催いたします。

日　時：平成３０年１月７日（日）　
　　　　午後２時３０分（午後２時受付）
場　所：北中城村立中央公民館　ホール
対象者：  平成９年４月２日から平成１０年４月１日生まれの方で

本村に在住する方および本村出身の方
主　催：  北中城村・北中城村教育委員会・北中城村青年連合会
日　程：・受　　付　午後２時～午後２時３０分
　　　　・式　　典　午後２時３０分～午後３時３０分
　　　　・記念撮影　午後３時３０分
お問合せ／北中城村教育委員会　生涯学習課　☎935-3773

「裏まで楽しむ
大相撲」

遠山 光一郎 作

　大相撲の楽しみ
は 土 俵 の 上 だ け
じゃない！力士はも

ちろん、行司や呼出、床山など裏
方についても図説付きでわかりや
すい大 相 撲 観 戦トリセツ。平成
二十九年冬巡業12月の沖縄場所
に行こう！

あやかりの杜から本 の 紹 介

福祉課 高齢者福祉係だより

各自主体操サークルのリーダーさん達

10
25

今回は、安谷屋・渡口・瑞慶覧・荻道・大城・島袋から13
人の世話人が集まりました。
あなたのお住まいの地区で自主体操サークルがある方は、是非一
緒に健康づくり・仲間づくりに取り組んでみませんか？！
興味のある方は各公民館を訪ねてみてください。

区分 喜舎場 仲順 熱田 北中城
団地 和仁屋 渡口 島袋 屋宜原 瑞慶覧 石平 安谷屋 荻道 大城 軍施設内 美崎 アワセ

土地区画 外国人 合計

男 878 742 679 164 370 378 2,502 391 120 170 934 304 171 18 368 87 191 8,276 
女 892 772 660 191 385 372 2,768 431 142 174 1,020 289 191 30 383 99 136 8,799 
計 1,770 1,514 1,339 355 755 750 5,270 822 262 344 1,954 593 362 48 751 186 327 17,075 

世帯数 664 609 526 118 308 326 2,209 332 122 166 780 226 146 21 300 89 87 6,942 
注）比嘉の95世帯、男95人、女105人　計200人は島袋に含まれます。外国人とは、大使、公使、総領事及びその家族、大使館の職員、外交官とその家族、地位協定該当者を除いた者です。

行政区別人口・世帯数（10月末現在）
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相
談
コ
ー
ナ
ー

相 談 名 と き  /  と こ ろ  /  担 当 内 　 　 容 相 談 員
行政相談 12月１日(金) 午前10時～午後4時

村役場　総務課

行政に対しての苦情や要望などの相談 比嘉洋子  行政相談員  行政苦情110番 / ☎867-1100
人権相談 12月１日(金) 午前10時～午後4時 人権問題、いじめ、サラ金、もめごと 那覇地方法務局（沖縄支局） / ☎937-3278

法律相談 12月7日(木)　　　　　　午後1時～午後4時
予約制です 予約先：村役場総務課 ☎935-2233（内313）

法律的な相談であればどんな内容
でも可 池宮城紀

と し お

夫 弁護士

税に関する
相談

12月6日(水)　　　　　　午後1時～午後4時
予約制です 予約先：村役場総務課 ☎935-2233（内313）

相続・贈与・土地譲渡等の税金の
相談 税理士：喜納秀樹

健康相談 毎週火曜日（要予約） 午前9時～午前11時 村役場 健康保険課 体重・血圧測定、生活習慣病等の相談 保健師 / ☎935-2233

教育相談 月曜日～金曜日
(要予約) 午前8時半～午後3時半 村教育委員会

教育総務課
児童生徒及び保護者への教育上の
問題・悩み・困り事相談・助言

月～金　比嘉美奈子（教育相談員）
/ ☎935-5922

障害に関する
相談

月曜日～金曜日 午前8時半～午後5時15分
村役場　福祉課

知的・身体・精神に障害をお持ち
の方、および家族等への支援(相
談支援事業とあわせて実施)

専門相談員
専門相談員への相談は / ☎935 -2233専門相談員への相談は

毎週水曜日～金曜日 午前10時～午後3時

高齢者なんでも相談 月曜日～金曜日 午前8時半～午後5時15分 地域包括支援センター
/ ☎935-5922

高齢者の健康、介護、権利など全般 保健師・社会福祉士・ケアマネージャー
もの忘れ相談 月曜日～金曜日 午前8時半～午後5時15分 もの忘れ・認知症の介護にお困りなことなど 保健師・看護師、または認知症専門医（要事前相談）

心配ごと
相談 月曜日～金曜日 午前10時～午後4時 村社会福祉

協議会

月～金：一般相談
火・木：障害者相談（ピアサポート）
金：消費生活相談
（サラ金、クレジット、悪質商法など）

月：富永みさ子　火：瑞慶覧京子
水：大城幸子/☎935-4755（FAX兼用）
木：仲田美和子
金：消費生活相談員

育児に関する相談 月曜日～金曜日 午前8時半～午後5時 子育て支援センター 育児に関する相談全般 子育て指導員（保育士） / ☎982-0505

集
い

ふれあい
子育て
サロン

★第1火曜日：総合社会福祉センター ★第1金曜日：和仁屋公民館
★第2火曜日：喜舎場公民館 ★第2金曜日：総合社会福祉センター
★第3火曜日：島袋児童館 ★第3金曜日：島袋公民館
★第4火曜日：大城公民館 ★第4金曜日：安谷屋公民館
　　　　　　（いずれも午前10時～正午まで）

12月の事業予定
保
健
・
予
防

カ
レ
ン
ダ
ー

と　き 事業名 ところ
12月13日(水) （受付）　午後12時40分～午後2時 1 歳 6 ヶ月健診 村立中央公民館

催し物・
その他

と　　き 事業名 ところ
12月1日（金） 人権・行政一斉相談 村役場

1月の事業予定
と　き 事業等

1月10日(水) 歯科検診
1月11日(木) 法律相談
1月13日(土) 集団健診
1月23日(火) 3 歳児健診

妊婦さん、子育て中のお母さん、お子さんと
一緒に交流しましょう！

絵本の読み聞かせやリズムあそび等を
します。子育てに関するご相談は
社会福祉協議会 / ☎935-4520

2017年12月（師走）DECEMBER
※祝日等に当たる場合は、
　変更もしくは予定なし掲示板

ひとりごと 11/10～12イオンモール沖縄ライカムで催された岩手県葛巻町×北中城村合同物産展で試食などのサービスを行いました。三日間立ちっ
ぱなしの現場。きつかったです。立ちっぱなしのお仕事って大変ですねぇ。身に沁みました。(N6K2)

仲順 10/29 トリック・オア・トリート
　毎年恒例となっている子ども会主催のハロウィン。そ
れぞれ好みの衣装に仮装した子どもたちは、協力してく
れた地域の方々の
家をまわり、たく
さんのお菓子をも
らってニッコリ顔
でした。

茶の間通信員
我如古　恵子

喜舎場 10/21 第４回毛遊びコンサート
　公民館にて第4回毛遊びコンサートが行われ、各団体の
パフォーマンスを大いに楽しみました。又、トリを務め
たバンドの「きしゃば一番地」の歌に司会のありんくり
んも飛び入り参
加し、会場が一
体となって最高
潮の盛り上がり
でした。
茶の間通信員
岩永　妙子

熱田 10/29 ハロウィン
　子ども会開催のハロウィンが熱田公民館で開催され約
70人が参加しました。
　手作りやお気に入りのコスチュームで仮装した子供達
が民家数件を訪れ、お
菓子をもらってニコニ
コ顔。この後仮装コン
テストが行われ、楽し
い時間を過ごしました。

茶の間通信員
東恩納　恵子

渡口 10/8 声かけ合って参加「津波避難訓練」
　渡口自主防災会主催の津波避難訓練が社協、中北消防
団、中北消防本部、警察の協力で行われ総勢104人が参
加しました。今回は、各班指定場所への避難行動と共に
新しく整備された県道81号側（4班側入口）坂道で車椅
子搬送訓練、救命訓練も
行われ皆さんは熱心に体
験していました。隣近所
で前回より多く、ますま
す区民の高い防災意識が
感じられた訓練でした。

茶の間通信員
玉城　小百合
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　今年も石平家人衆会でしおさいまつりへ出店。初日は
前日からの雨で出足が心配されましたが、人気は上々。
沖縄そばや毎年人気のバーベキューコンロ焼きの手羽は
味も本格的！輪投げ
ゲームでも盛り上が
りました。参加協力
した会員の皆さんお
疲れ様でした（^^）

茶の間通信員
比嘉　さとみ

島袋 10/8 棒総巻の復活和仁屋 9/24 健康長寿の郷づくり　祝 敬老会
　区には、８０歳以上の高齢者５３人います。その内 26
人に参加いただき、敬老会を行いました。
　区長が対象者一人ひとりに、インタビューしながら商
品 券 を 贈 呈 し ま し
た。その後各種団体
の 余 興 で 盛 り 上 が
り、ご長寿をお祝い
しました。

茶の間通信員
比嘉　智恵子

石平 10/14・15 しおさいまつり出店

大城 10/7 いきいきふれあい会
　国立劇場へ『男性舞踊家の会』の舞台をみに行き、昼
食はジーミーのランチバイキングと豪華な生き生きふれ
あい会となりました。益々元気になったふれあい会の皆
さんでした。　　　　　　　　茶の間通信員　外間　理恵

安谷屋 10/9 第４６回安谷屋区民運動会
　爽やかな秋晴れの下、若松公園で区民運動会が行われ
ました。かけっこ、大縄飛び、チューブ転がしにゴール
マー転がしと、様々なの競技を、子どもからお年寄りま
で楽しみました。
　東西に分かれての
綱引きも負けんぞと
ばかりの力を出し
きってました。皆さ
んお疲れ様でした。

茶の間通信員
玉城　奈津美

荻道 10/8 敬老会
　地域の為に長い間貢献して頂いている先輩方に感謝の
気持ちを込めて敬老会を開きました。幕開けの「かぎや
で風」に始まり、子供会の可愛らしいダンスや三線同好
会の演奏、婦人会の踊り、全員での合唱等皆で盛り上げ
楽しい会となりました。これからも益々元気で私達にご
指導して下さ
いね。

茶の間通信員
久保　玲子

団地 10/24 準備はＯＫ♪
　秋晴れのいい天気の中、団地仲良し会のメンバーで、
じゃがいも畑の
土つくりを行い
ました。
　植え付けも張
り切っていきま
しょう(^^♪

茶の間通信員
宮城　奈々

　島袋自治会最大のイベント「しまぶく祭り」において
当字に古くから伝わる棒踊り棒総巻(ぼーすーまち)が８年
振りに演じられました。
　法螺貝や銅鑼に会わせて六尺棒を持った男性52名が隊
列を組んで練り歩き
二人一組で打ち合う
組み手は勇壮で迫力
があり伝統の重みを
感じました。

茶の間通信員
仲宗根　さゆり

美崎 10/29 2017 美崎ハロウィン開催
　毎年恒例となっている美崎ハロウィン。今年は台風の影
響で開催が危ぶまれましたが、見事に天気が回復し開催す
ることが出来ました。この日を楽しみにしていた100人以
上もの子ども達が、そ
れぞれ個性あふれるコ
スチュームを着て、受
け入れボランティアの
お宅からお菓子をもら
い大喜びでした ^o^

茶の間通信員
喜納　勝美


